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長
野
県
高
森
町
に
本
社
を
置
く
協
和
精
工

は
、
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
に
組
み
込
ま
れ

る
安
全
装
置
用
ブ
レ
ー
キ
の
開
発
・
製
造
を

主
力
事
業
と
す
る
中
小
企
業
だ
。
こ
れ
以
外

に
医
療
関
連
機
器
、
半
導
体
製
造
装
置
、
液

晶
製
造
装
置
な
ど
の
精
密
部
品
加
工
も
手
が

け
る
。

　

従
業
員
数
は
約
一
三
○
人
。
正
社
員
は
一

一
○
人
で
、
こ
の
う
ち
製
造
現
場
で
切
削
加

工
や
組
立
作
業
な
ど
も
の
の
製
造
を
担
当
す

る
技
能
者
は
約
六
○
人
。
正
社
員
と
は
別
に

約
二
○
人
の
パ
ー
ト
従
業
員
も
働
く
。

医
療
分
野
や
ユ
ニ
ッ
ト
製
品
の

製
造
に
進
出

　

同
社
は
、
現
在
扱
っ
て
い
る
製
品
が
数
年

後
に
は
競
争
力
を
失
う
可
能
性
が
あ
る
こ
と

を
危
惧
し
、
常
に
商
品
の
開
発
や
新
分
野
へ

の
進
出
を
模
索
し
て
い
る
。
七
年
ほ
ど
前
に

は
、
現
代
表
取
締
役
社
長
の
堀
政
則
氏
の
判

断
で
、
医
療
関
連
機
器
の
部
品
加
工
へ
の
進

出
を
決
め
た
。
医
療
分
野
の
売
り
上
げ
は
、

二
○
一
三
年
度
決
算
で
は
、
こ
れ
ま
で
主
力

だ
っ
た
半
導
体
関
連
を
上
回
る
ほ
ど
に
な
っ

た
。

　

近
年
は
、
ブ
レ
ー
キ
の
開
発
・
製
造
や
精

密
加
工
で
培
っ
た
技
術
を
生
か
し
、
複
数
の

部
品
加
工
か
ら
組
立
ま
で
を
自
社
で
一
貫
し

て
行
う
ユ
ニ
ッ
ト
製
品
の
製
造
に
も
力
を
入

れ
る
。
こ
れ
ま
で
に
海
底
油
田
掘
削
に
用
い

る
セ
ン
サ
ー
や
海
底
地
震
・
津
波
観
測
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
用
機
器
に
組
み
込
む
検
出
器
の
製

造
を
受
注
し
た
実
績
が
あ
る
。

　

同
社
は
、
他
社
が
引
き
受
け
た
が
ら
な
い

小
ロ
ッ
ト
の
安
全
装
置
用
ブ
レ
ー
キ
製
品
の

製
造
を
得
意
と
し
て
い
る
。
製
品
は
、
取
引

先
か
ら
の
要
望
に
応
じ
て
作
り
込
む
。
試
作

開
発
か
ら
納
期
ま
で
の
期
間
が
同
業
他
社
よ

り
短
い
こ
と
も
同
社
の
強
み
の
一
つ
と
な
っ

て
い
る
。

　
「
大
手
メ
ー
カ
ー
が
二
カ
月
か
か
る
も
の

で
も
、
私
た
ち
な
ら
一
カ
月
で
仕
上
げ
る
こ

と
が
で
き
る
」（
同
社
相
談
役
・
下
井
明
氏
）。

　

こ
う
し
た
企
業
と
し
て
の
「
強
み
」
が
取

引
先
か
ら
の
信
頼
を
勝
ち
取
り
、
新
規
事
業

分
野
へ
の
進
出
へ
の
足
が
か
り
と
な
っ
た
こ

と
は
確
か
だ
ろ
う
。

　

だ
が
、
こ
れ
ら
の
強
み
は
創
業
当
初
か
ら

持
ち
合
わ
せ
て
い
た
も
の
で
は
な
く
、
三
代

目
社
長
と
し
て
就
任
し
た
堀
社
長
の
改
革
に

よ
っ
て
獲
得
し
た
も
の
だ
。

　

堀
氏
は
、
大
手
ベ
ア
リ
ン
グ
メ
ー
カ
ー
の

出
身
で
縁
あ
っ
て
同
社
へ
入
社
し
、
後
に
同

社
の
製
造
部
長
に
就
任
し
た
。
そ
の
後
、
前

社
長
の
急
逝
に
伴
い
、
創
業
者
に
乞
わ
れ
る

か
た
ち
で
二
○
○
○
年
に
社
長
に
就
任
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
就
任
後
、
同
社
の
財
務
状
況

を
見
て
、
一
〇
億
円
弱
の
負
債
が
あ
る
こ
と

を
知
り
、愕
然
と
す
る
。さ
ら
に
改
め
て
社
内

を
見
回
し
て
み
る
と
、「
経
営
幹
部
や
社
員
の

士
気
が
低
く
、
商
品
の
競
争
力
も
低
下
が
み

ら
れ
る
な
ど
問
題
が
山
積
し
て
い
た
」（
堀
社

長
）。

　

危
機
感
を
抱
い
た
堀
社
長
は
、
経
営
改
革

の
手
始
め
と
し
て
、
５
Ｓ
活
動
（
整
理
、
整

頓
、
清
掃
、
清
潔
、
躾
）
の
導
入
を
決
め
た
。

と
こ
ろ
が
、
５
Ｓ
活
動
が
行
わ
れ
る
の
は
社

長
の
巡
回
時
だ
け
で
、
な
か
な
か
職
場
に
根

付
か
な
か
っ
た
。

　

改
革
が
う
ま
く
い
か
な
い
理
由
は
「
社
長

と
従
業
員
の
心
の
距
離
が
遠
い
せ
い
で
は
な

い
か
」
と
考
え
た
社
長
は
、
こ
れ
ま
で
所
定

の
時
間
内
に
工
場
全
体
を
見
回
っ
て
い
た
巡

視
の
方
法
を
改
め
た
。
同
じ
時
間
の
中
で
、

特
定
の
エ
リ
ア
の
担
当
者
か
ら
じ
っ
く
り
話

を
聞
き
つ
つ
、
従
業
員
と
と
も
に
改
善
方
法

を
考
え
る
よ
う
に
し
た
と
こ
ろ
、
徐
々
に
５

Ｓ
活
動
が
浸
透
し
だ
し
た
。

　

経
営
の
「
み
え
る
化
」
に
も
取
り
組
ん
だ
。

一
日
ご
と
の
収
支
を
職
場
内
に
掲
示
す
る
こ

と
で
、
従
業
員
一
人
ひ
と
り
が
当
事
者
意
識

を
持
ち
、
担
当
す
る
職
場
の
状
況
を
改
善
す

る
た
め
に
何
を
す
れ
ば
よ
い
か
主
体
的
に
考

え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

従
業
員
の
主
体
性
を
重
視

　
「
当
社
で
は
、
経
営
理
念
に
『
輝
き
の
あ

る
自
立
型
企
業
を
め
ざ
す
』
こ
と
を
う
た
っ

て
い
る
。
下
請
け
か
ら
脱
却
し
、
協
和
精
工

と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
す
る
た
め
に
は
、

従
業
員
一
人
ひ
と
り
が
何
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
必
要
が

あ
る
」（
下
井
相
談
役
）。

　

そ
の
一
つ
が
、
会
社
を
取
り
巻
く
環
境
や

経
営
状
況
を
「
み
え
る
化
」
す
る
こ
と
で
、

各
従
業
員
に
今
、
自
分
が
や
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
を
意
識
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
「
全
体
朝
礼
」
の
開
催
だ
。
毎
月
一
回

開
催
し
、
社
長
以
下
、
従
業
員
全
員
が
参
加

す
る
。
社
長
に
よ
る
国
内
外
の
経
済
状
況
や

取
引
先
企
業
に
関
す
る
情
報
を
も
と
に
し
た

訓
話
か
ら
始
ま
り
、
各
事
業
部
門
か
ら
は
部

門
ご
と
の
収
支
状
況
や
受
注
状
況
、
納
期
の

達
成
状
況
等
が
報
告
さ
れ
る
。

　

さ
ら
に
職
場
の
課
題
解
決
に
向
け
、「
ホ
ッ

新
事
業
を
展
開
す
る
企
業
の
能
力
開
発
支
援
の
取
り
組
み

事例
事例１

改善提案や自己啓発を
活用して「自立型人材」
を育成

協和精工

株式会社　協和精工　概要

本部所在地：長野県下伊那郡

設立：１９６６年７月

代表取締役社長：堀　政則

業種：電気機械器具製造業

従業員数：１３０人（役員・家族従業員を含む）

　　内訳：正社員１１０人（うち技能者６０人）

　　　　：パート ２０人（うち技能者 ０人）

２０１３ 年 １１ 月 １ 日現在
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ト
サ
ー
ク
ル
」
と
い
う
活
動
も
一
○
年
前
か

ら
行
っ
て
い
る
。こ
れ
は
、一
種
の
Ｑ
Ｃ
サ
ー

ク
ル
で
、
職
場
単
位
の
サ
ー
ク
ル
約
二
○

チ
ー
ム
が
、
職
場
の
問
題
点
の
改
善
に
向
け

て
、
対
策
を
検
討
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

就
業
時
間
内
に
三
○
分
を
割
い
て
活
動
す
る

こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
四
カ
月
単
位
で

活
動
し
、
成
果
を
年
三
回
開
催
す
る
発
表
会

で
報
告
す
る
。
発
表
内
容
は
、
審
査
委
員
六

名
で
審
議
し
、
上
位
と
な
っ
た
サ
ー
ク
ル
は

全
体
朝
礼
で
表
彰
し
、
報
奨
金
を
支
給
す
る
。

改
善
提
案
が
技
能
伝
承
に 

つ
な
が
っ
た
例
も

　

サ
ー
ク
ル
で
の
取
り
組
み
が
技
能
伝
承
の

円
滑
化
に
つ
な
が
っ
た
事
例
も
あ
る
。
数
十

年
前
か
ら
製
造
し
て
い
る
ギ
ア
ヘ
ッ
ド
と
い

う
部
品
は
、
そ
の
作
業
工
程
を
把
握
し
て
い

る
従
業
員
が
一
人
し
か
い
な
か
っ
た
。
そ
の

従
業
員
が
高
齢
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
若
手
技

能
者
へ
の
引
継
ぎ
を
す
る
よ
う
命
じ
た
が
、

こ
れ
ま
で
人
に
作
業
を
教
え
た
経
験
に
乏
し

か
っ
た
た
め
、
思
う
よ
う
に
捗
ら
な
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
あ
る
サ
ー
ク
ル
が
、
こ
の
技
能
者

の
作
業
内
容
を
詳
細
に
調
査
し
、
手
順
書
を

書
き
起
こ
す
こ
と
を
提
案
し
た
。
作
業
内
容

を
標
準
化
し
た
こ
と
で
、
人
対
人
で
は
難
し

か
っ
た
技
能
伝
承
を
成
功
さ
せ
た
。

　

チ
ー
ム
に
よ
る
提
案
と
は
別
に
業
務
改
善

に
向
け
て
個
人
の
意
見
を
吸
い
上
げ
る
「
改

善
提
案
」
制
度
も
導
入
し
て
い
る
。

　
「
各
従
業
員
に
は
、
最
低
月
一
件
の
提
案

を
義
務
づ
け
て
い
る
。
ど
う
し
て
も
改
善
提

案
が
思
い
つ
か
な
い
場
合
は
、
上
司
に
相
談

す
る
こ
と
も
求
め
て
い
る
が
、
こ
れ
は
相
談

す
る
こ
と
で
職
場
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
円
滑
化
す
る
ね
ら
い
も
あ
る
」（
下
井
相

談
役
）。

　

改
善
効
果
に
応
じ
て
報
奨
金
を
支
給
す
る

ほ
か
、
優
秀
な
提
案
を
し
た
者
に
は
社
長
が

花
束
を
贈
呈
す
る
。
ホ
ッ
ト
サ
ー
ク
ル
と
改

善
提
案
制
度
に
支
払
わ
れ
る
報
奨
金
の
額
は

合
計
で
年
間
約
一
三
○
万
円
に
な
る
と
い
う
。

積
極
的
な
自
己
啓
発
制
度
の
利
用

　

同
社
で
は
、
従
業
員
に
新
た
な
知
識
や
技

能
を
獲
得
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
自
己
啓

発
支
援
制
度
を
導
入
し
て
い
る
。
ポ
リ
テ
ク

セ
ン
タ
ー
や
産
業
技
術
大
学
が
主
催
す
る
研

修
・
講
習
の
情
報
を
社
内
に
配
信
し
、
従
業

員
は
そ
の
中
に
興
味
の
あ
る
講
座
が
あ
れ
ば

上
長
に
受
講
を
申
請
す
る
。
上
長
は
講
座
の

内
容
が
従
業
員
の
育
成
上
必
要
な
も
の
で
あ

る
と
判
断
す
れ
ば
受
講
を
認
め
る
。

　

部
品
設
計
に
携
わ
る
Ｓ
さ
ん
は
信
州
大
学

が
主
催
す
る
宇
宙
衛
星
な
ど
の
次
世
代
技
術

に
関
す
る
講
座
の
受
講
を
自
ら
提
案
し
て
、

上
長
に
認
め
ら
れ
た
。

　
「
制
度
の
利
用
申
請
は
、月
五
～
六
件
あ
る
。

従
業
員
の
大
半
は
自
分
の
能
力
向
上
に
向
け
、

『
勉
強
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
な
い
』
と
自
覚

し
て
お
り
、
社
長
が
『
あ
の
研
修
に
行
っ
て

こ
い
』
と
い
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
」（
下

井
相
談
役
）。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
が
功
を
奏
し
て
か
、

堀
社
長
の
就
任
当
時
に
比
べ
て
、
従
業
員
の

主
体
性
は
格
段
に
向
上
し
て
い
る
。「
会
議

で
は
、
私
よ
り
も
従
業
員
の
発
言
し
て
い
る

時
間
の
ほ
う
が
長
い
ほ
ど
だ
」（
堀
社
長
）。

　

同
社
が
め
ざ
す
の
は
、
自
社
の
ブ
ラ
ン
ド

力
を
高
め
、
部
品
加
工
だ
け
で
は
な
く
、
設

計
開
発
を
含
め
、
自
社
ブ
ラ
ン
ド
に
よ
る
最

終
製
品
を
一
貫
し
て
製
造
す
る
企
業
へ
の
脱

皮
だ
。
今
後
、
さ
ら
な
る
「
自
立
型
人
材
」

の
育
成
に
向
け
、
研
修
体
系
を
整
備
し
て
い

く
方
針
だ
。

　

西
多
摩
郡
に
あ
る
サ
ン
テ
ッ
ク
は
ダ
イ
シ

ン
グ
加
工
の
専
門
メ
ー
カ
ー
。「
ダ
イ
シ
ン

グ
」
と
は
、
シ
リ
コ
ン
ウ
ェ
ハ
な
ど
の
上
に

形
成
さ
れ
た
集
積
回
路
を
切
り
出
し
、
チ
ッ

プ
化
す
る
作
業
を
指
す
。
微
細
な
チ
ッ
プ
を

傷
つ
け
ず
に
無
駄
な
く
正
確
な
サ
イ
ズ
で
切

り
出
す
に
は
、
高
い
加
工
精
度
が
求
め
ら
れ

る
。

　

代
表
取
締
役
の
日
野
榮
氏
は
、
大
手
半
導

体
関
連
メ
ー
カ
ー
で
二
○
年
以
上
ダ
イ
シ
ン

グ
に
携
わ
っ
た
後
、
一
九
九
七
年
、
五
七
歳

の
時
に
独
立
し
て
、
同
社
を
設
立
し
た
。
大

手
半
導
体
メ
ー
カ
ー
で
は
、
ダ
イ
シ
ン
グ
加

工
は
半
導
体
製
造
工
程
の
一
工
程
だ
が
、
同

社
で
は
、
こ
れ
に
特
化
し
、
試
作
品
な
ど
よ

り
精
緻
な
加
工
が
求
め
ら
れ
る
チ
ッ
プ
を
扱

う
。

　

同
社
は
、
ダ
イ
シ
ン
グ
以
外
に
も
シ
リ
コ

ン
ウ
ェ
ハ
や
チ
ッ
プ
を
三
ミ
ク
ロ
ン
程
度
の

薄
さ
ま
で
削
る
加
工
も
得
意
と
す
る
。
比
較

的
ロ
ッ
ト
数
が
大
き
い
ダ
イ
シ
ン
グ
を
受
託

す
る
一
方
で
、
試
作
品
の
研
削
の
依
頼
に
は

チ
ッ
プ
一
枚
か
ら
で
も
引
き
受
け
る
。
小

ロ
ッ
ト
の
依
頼
は
、
利
幅
が
極
端
に
少
な
い

も
の
の
、
難
し
い
依
頼
に
応
え
る
こ
と
で
、

同
社
の
技
術
力
に
対
す
る
信
頼
性
の
向
上
に

つ
な
げ
て
い
る
。

光
学
ガ
ラ
ス
の
切
断
加
工
に
進
出

　

近
年
、
半
導
体
需
要
が
低
迷
す
る
中
で
、

生
き
残
り
を
か
け
て
、
新
た
な
素
材
の
加
工

に
も
取
り
組
む
。
そ
の
一
つ
が
、
光
学
ガ
ラ

ス
の
切
断
加
工
だ
。
は
じ
め
た
き
っ
か
け
は
、

十
数
年
前
、
あ
る
医
療
機
器
メ
ー
カ
ー
か
ら

内
視
鏡
の
先
端
に
取
り
付
け
る
直
径
約
一
㎜

の
カ
バ
ー
ガ
ラ
ス
の
加
工
依
頼
が
持
ち
込
ま

れ
た
こ
と
だ
っ
た
。

　
「
ガ
ラ
ス
を
切
断
す
る
た
め
に
は
、
切
断

対
象
が
飛
び
散
ら
な
い
よ
う
膠
状
の
糊
を
塗

布
し
て
台
座
に
固
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
し

か
し
、
こ
の
方
法
で
は
糊
を
剥
離
す
る
た
め

の
洗
浄
作
業
で
工
数
が
増
え
て
し
ま
う
と
い

う
欠
点
が
あ
っ
た
」（
日
野
社
長
）。

　

同
社
で
は
、
シ
リ
コ
ン
ウ
ェ
ハ
を
切
断
す

事例２

高精度の技術力を背景
に新たな加工に着手

サンテック

株式会社　サンテック　概要

本部所在地：東京都西多摩郡
設立：１９９７年３月
代表取締役：日野　榮
業種：電子部品・デバイス・電子回路製造業
従業員数：５５人（役員・家族従業員を含む）
　　内訳：正社員２２人（うち技能者１１人）
　　　　：パート３３人（うち技能者２７人）
　※上記以外に派遣社員８人が就業している

２０１３ 年 １１ 月 １ 日現在
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る
際
の
技
術
を
応
用
し
、
ガ
ラ
ス
チ
ッ
プ
の

固
定
に
紫
外
線
を
照
射
す
る
こ
と
で
容
易
に

剥
離
で
き
る
テ
ー
プ
を
用
い
る
こ
と
を
思
い

つ
い
た
。
だ
が
、
い
ざ
、
切
断
す
る
と
ガ
ラ

ス
チ
ッ
プ
が
台
座
か
ら
す
べ
て
飛
散
し
て
し

ま
っ
た
。
そ
こ
で
、
ガ
ラ
ス
チ
ッ
プ
に
貼
り

付
け
る
の
に
適
し
た
テ
ー
プ
を
テ
ー
プ
製
造

業
者
と
共
同
で
開
発
す
る
な
ど
の
工
夫
を
続

け
た
結
果
、
一
〇
年
前
に
切
断
技
術
を
確
立

し
た
。
五
年
前
か
ら
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
カ
メ
ラ
レ
ン
ズ
部
分
に
取
り
付
け
る
カ

バ
ー
ガ
ラ
ス
の
切
断
加
工
も
大
量
に
受
注
す

る
よ
う
に
な
り
、
現
在
で
は
売
り
上
げ
の
半

分
を
ガ
ラ
ス
加
工
が
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

近
年
はS

iC

（
炭
化
珪
素
）
や
サ
フ
ァ
イ
ア

な
ど
次
世
代
パ
ワ
ー
半
導
体
に
用
い
る
素
材

の
切
断
依
頼
も
増
え
て
い
る
。

　

同
社
で
は
、
六
三
人
の
従
業
員
が
働
い
て

い
る
。
正
社
員
は
二
二
人
で
、
こ
の
う
ち
製

造
現
場
で
働
く
技
能
者
は
一
一
人
と
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
以
外
に
パ
ー
ト
従
業
員
三
三
人

と
派
遣
社
員
八
人
が
働
い
て
い
る
。
技
能
系

正
社
員
の
年
齢
構
成
を
み
る
と
、
三
○
歳
未

満
の
若
年
者
の
割
合
が
五
％
と
少
な
い
一
方

で
、
四
○
歳
以
上
の
割
合
が
高
い
。

　

中
高
年
齢
層
の
技
能
者
の
多
く
は
、
か
つ

て
日
野
社
長
が
メ
ー
カ
ー
勤
務
時
代
に
育
て

た
後
輩
や
リ
ス
ト
ラ
で
大
手
半
導
体
メ
ー

カ
ー
を
退
職
し
た
者
を
即
戦
力
と
し
て
採
用

し
た
者
た
ち
だ
。

　

半
導
体
業
界
は
需
要
変
動
が
大
き
く
、
こ

れ
に
合
わ
せ
て
、
パ
ー
ト
、
派
遣
で
人
員
数

を
調
整
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
正
社

員
の
定
期
的
な
採
用
は
難
し
い
。
と
は
い
え
、

日
野
社
長
は
、
技
能
を
伝
え
て
い
く
観
点
か

ら
、「
新
し
い
仕
事
を
増
や
し
、
若
い
人
を
増

や
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
感
じ

て
い
る
。

　

だ
が
、
大
企
業
に
比
べ
、
知
名
度
が
低
い

こ
と
が
災
い
し
、
同
社
で
は
い
ま
だ
新
卒
採

用
の
実
績
が
な
い
。
数
年
前
に
は
近
隣
の
高

校
を
対
象
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し

た
こ
と
が
あ
る
が
、
採
用
に
は
至
ら
な
か
っ

た
。

　

同
社
の
技
能
者
が
担
当
す
る
作
業
は
、
主

に
①
各
種
素
材
の
研
削
加
工
、
②
各
種
素
材

の
ダ
イ
シ
ン
グ
加
工
、
③
切
断
し
た
チ
ッ
プ

の
ソ
ー
ト
作
業
、
③
顕
微
鏡
に
よ
る
外
観
検

査
―
―
の
四
つ
に
分
か
れ
る
。

各
作
業
工
程
の
認
定
制
度
で

技
能
者
の
責
任
と
権
限
を
明

確
に

　

同
社
で
は
、
製
品
の
品
質
を
担
保
す
る
と

と
も
に
、
各
製
造
工
程
に
い
る
作
業
者
の
責

任
と
権
限
を
明
確
に
す
る
こ
と
を
目
的
に

「
社
内
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
認
定
」
制
度
を
設

け
て
い
る
。
こ
れ
は
、
各
製
造
工
程
に
お
い

て
、
技
能
者
の
作
業
レ
ベ
ル
を
判
定
し
、
一

定
水
準
に
達
し
て
い
る
者
に
認
定
を
与
え
る

制
度
だ
。

　

新
規
に
採
用
さ
れ
た
技
能
者
が
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
認
定
を
取
得
す
る
ま
で
の
流
れ
は
お

お
む
ね
次
の
と
お
り
と
な
る
。

　

ま
ず
、
採
用
後
、
三
～
五
時
間
の
新
人
教

育
を
受
講
し
、
社
内
規
律
、
５
Ｓ
、
製
品
に

関
す
る
基
礎
知
識
な
ど
を
学
ぶ
。

　

次
に
い
ず
れ
か
の
製
造
工
程
に
配
属
さ
れ
、

指
導
役
の
中
堅
技
能
者
の
も
と
加
工
作
業
を

学
ぶ
。

　

約
三
カ
月
間
の
実
作
業
を
経
た
あ
と
、
製

造
部
の
責
任
者
と
管
理
責
任
者
に
よ
り
、
作

業
内
容
の
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
る
。
基
準
に
達

し
て
い
れ
ば
、
認
定
を
得
ら
れ
る
。
認
定
を

得
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
再
度
一
カ
月
以

上
の
実
作
業
を
経
た
上
で
、
認
定
試
験
に
臨

む
こ
と
に
な
る
。

　

認
定
合
格
者
は
、
次
の
工
程
に
流
す
製
品

へ
の
責
任
を
追
う
と
と
も
に
認
定
合
格
前
の

技
能
者
に
対
し
、
指
導
員
と
し
て
の
権
限
が

与
え
ら
れ
る
。

技
能
者
の
試
行
錯
誤
が
成
長

に
つ
な
が
る

　

日
野
社
長
は
、
技
能
者
の
育
成
に
は
、
こ

れ
ま
で
加
工
し
た
こ
と
が
な
い
素
材
を
前
に

試
行
錯
誤
す
る
こ
と
が
も
っ
と
も
効
果
が
高

い
と
考
え
て
い
る
。

　
「
従
業
員
に
は
『
ど
ん
な
に
難
し
い
仕
事

も
一
切
断
る
な
。
全
部
や
れ
』
と
言
っ
て
い

る
。
現
場
の
ほ
う
は
大
変
か
も
し
れ
な
い
が
、

そ
れ
が
社
内
の
技
術
の
進
歩
に
つ
な
が
っ
て

き
た
の
は
事
実
」（
日
野
社
長
）。

　

試
行
段
階
で
は
、
ダ
イ
シ
ン
グ
加
工
用
の

ブ
レ
ー
ド
を
い
く
つ
も
破
損
さ
せ
て
し
ま
う

こ
と
も
ま
ま
あ
る
が
、
教
育
の
た
め
と
割
り

切
っ
て
い
る
。

　

ガ
ラ
ス
の
切
断
技
術
も
こ
れ
ま
で
シ
リ
コ

ン
ウ
ェ
ハ
の
切
断
で
培
っ
た
技
術
を
も
と
に

従
業
員
同
士
の
試
行
錯
誤
の
中
で
完
成
し
た
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
機
の
操
作
が 

人
材
育
成
に
役
立
つ

　

日
野
社
長
は
、
取
引
先
の
大
手
半
導
体

メ
ー
カ
ー
を
訪
れ
た
際
、
使
わ
れ
て
い
な
い

研
削
加
工
用
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
機
が
放
置
さ
れ

て
い
る
の
を
み
つ
け
た
。
ワ
ン
オ
フ
の
チ
ッ

プ
加
工
へ
の
用
途
を
思
い
つ
い
た
日
野
社
長

は
、
メ
ー
カ
ー
に
頼
み
込
ん
で
、
こ
の
機
械

を
譲
り
受
け
た
。

　
「
マ
ニ
ュ
ア
ル
機
の
操
作
は
、
人
材
育
成

と
い
う
点
で
も
大
い
に
役
立
っ
た
。
フ
ル

オ
ー
ト
機
で
あ
れ
ば
、
操
作
説
明
書
に
し
た

が
っ
て
ボ
タ
ン
ひ
と
つ
で
加
工
が
完
了
す
る

が
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
機
の
場
合
、
操
作
方
法
や

加
工
の
コ
ツ
を
技
能
者
自
身
が
一
か
ら
学
ぶ

必
要
が
あ
る
」

　

マ
ニ
ュ
ア
ル
機
を
使
っ
た
研
削
加
工
は
、

最
初
は
失
敗
の
繰
り
返
し
だ
っ
た
。
途
中
、

技
能
者
が
音
を
あ
げ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、

最
終
的
に
は
操
作
を
物
に
し
た
。

　
「
大
手
メ
ー
カ
ー
の
技
能
者
の
中
に
は
、

入
社
以
来
、
装
置
の
ボ
タ
ン
を
押
す
以
外

や
っ
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
人
も
多
い
。
だ

が
、
そ
れ
で
は
仕
事
に
や
り
が
い
を
感
じ
ら

れ
る
は
ず
が
な
い
」（
日
野
社
長
）。

　

同
社
で
は
、
従
業
員
の
定
着
率
が
高
く
、

入
社
後
三
年
以
内
に
辞
め
る
者
は
ほ
と
ん
ど

い
な
い
。
日
野
社
長
は
、
い
ろ
い
ろ
な
作
業

を
任
せ
ら
れ
る
こ
と
が
仕
事
の
や
り
が
い
に

つ
な
が
っ
て
い
る
せ
い
で
は
な
い
か
と
み
て

い
る
。

　

昨
年
度
、
企
業
の
研
究
開
発
部
な
ど
が
試

作
品
を
製
作
す
る
際
、
製
造
設
備
の
貸
与
や

技
術
的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
「
試
作
技
術
サ

ポ
ー
ト
部
」
を
設
立
し
た
。
同
社
の
技
能
者

が
、
他
企
業
の
担
当
者
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
つ

つ
、
新
た
な
素
材
の
加
工
に
挑
戦
す
る
こ
と

は
技
能
者
自
身
の
成
長
に
も
つ
な
が
っ
た
。

他
社
が
や
ら
な
い
こ
と
に 

取
り
組
む
姿
勢
を

　

同
社
で
は
、「
他
社
が
や
ら
な
い
こ
と
を
先

に
や
る
」
姿
勢
を
重
視
し
て
い
る
。

　
「
新
し
い
こ
と
を
始
め
て
も
半
年
も
す
れ

ば
他
社
に
追
い
付
か
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ

な
い
が
、
そ
の
時
点
で
さ
ら
に
先
に
進
ん
で

い
れ
ば
よ
い
。
従
業
員
が
こ
の
動
き
に
つ
い

て
こ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
も
教
育
の
一

つ
だ
」（
日
野
社
長
）。

　

そ
の
た
め
、
従
業
員
に
対
し
て
は
、
朝
礼

な
ど
折
に
ふ
れ
て
、「
現
状
維
持
は
衰
退
で
あ
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り
、
常
に
挑
戦
す
る
姿
勢
が
大
事
」
で
あ
る

こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
従
業
員
の
中
に
は
、

自
分
が
担
当
し
て
い
る
業
務
の
範
囲
内
で
し

か
物
事
を
考
え
な
い
者
も
い
る
が
、
こ
う
し

た
者
た
ち
の
視
野
を
広
げ
る
こ
と
も
社
長
の

役
割
と
考
え
て
い
る
。

人
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
で 

柔
軟
な
発
想
を

　

新
た
な
事
業
分
野
に
進
出
す
る
に
は
、
そ

れ
を
支
え
る
技
能
者
に
も
柔
軟
な
発
想
を
で

き
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

「
人
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
」
が
重
要
と
日
野

社
長
は
考
え
て
お
り
、
積
極
的
に
社
外
の
人

間
と
の
間
で
交
流
の
場
を
持
た
せ
て
い
る
。

大
手
装
置
メ
ー
カ
ー
と
の
間
で
定
期
的
に
行

う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
で
は
、
若
手
技
能
者

を
伴
い
、
議
論
に
も
積
極
的
に
参
加
さ
せ
て

い
る
。

　

今
後
は
、
医
療
関
連
機
器
に
組
み
込
ま
れ

る
チ
ッ
プ
な
ど
、
よ
り
付
加
価
値
の
高
い
製

品
の
加
工
に
も
挑
戦
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

大
阪
市
東
成
区
に
本
社
を
置
く
ハ
リ
キ
精

工
が
創
業
し
た
の
は
一
九
五
二
年
の
こ
と
だ
。

当
初
は
、
ラ
ジ
オ
や
録
音
機
用
の
ネ
ジ
を
製

造
し
て
い
た
が
、
七
○
年
代
に
入
っ
て
か
ら

は
Ｖ
Ｈ
Ｓ
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
向
け
の
シ
ャ
フ
ト

な
ど
精
密
部
品
の
加
工
に
乗
り
出
す
。
さ
ら

に
九
○
年
代
か
ら
は
、
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
ド

ラ
イ
ブ
の
読
み
取
り
機
部
分
に
用
い
る
金
属

製
精
密
シ
ャ
フ
ト
の
供
給
を
始
め
た
。

自
動
車
関
連
部
品
の
加
工
が
主
力

　

家
電
用
部
品
の
激
し
い
コ
ス
ト
競
争
に
限

界
を
感
じ
た
同
社
は
、
二
○
○
○
年
頃
か
ら

自
動
車
関
連
部
品
の
製
造
分
野
に
進
出
し
た
。

同
社
が
製
造
す
る
車
載
エ
ア
コ
ン
用
空
量
調

整
バ
ル
ブ
部
品
は
多
く
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー

で
採
用
さ
れ
て
い
る
。
現
在
は
売
り
上
げ
全

体
の
約
七
割
を
自
動
車
用
部
品
が
占
め
る
。

　

同
社
の
生
産
拠
点
は
岡
山
工
場
と
ベ
ト
ナ

ム
工
場
の
二
つ
で
あ
る
。
岡
山
工
場
は
主
に

自
動
車
関
連
部
品
を
製
造
し
て
い
る
。
二
○

一
一
年
に
増
床
し
、
自
動
車
関
連
部
品
の
月

産
能
力
を
従
来
の
一
・
二
倍
の
五
○
○
万
個

に
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、
セ
ミ
ク
リ
ー
ン

ル
ー
ム
を
設
け
、
新
規
事
業
分
野
で
あ
る
医

療
関
連
部
品
の
製
造
も
開
始
し
た
。

　

一
方
の
ベ
ト
ナ
ム
工
場
で
は
、
主
に
ハ
ー

ド
デ
ィ
ス
ク
ド
ラ
イ
ブ
用
シ
ャ
フ
ト
を
製
造

し
て
い
る
。
工
場
の
竣
工
は
二
○
○
二
年
。

当
時
、
主
要
取
引
先
で
あ
っ
た
大
手
電
機

メ
ー
カ
ー
が
生
産
拠
点
を
海
外
に
移
転
し
た

の
を
機
に
海
外
進
出
を
決
め
た
。
今
後
は
、

大
量
生
産
品
の
加
工
は
な
る
べ
く
ベ
ト
ナ
ム

工
場
に
移
管
し
、
国
内
工
場
で
は
よ
り
高
い

精
度
が
求
め
ら
れ
る
製
品
の
製
造
や
研
究
開

発
に
重
点
を
置
い
て
い
く
こ
と
を
検
討
し
て

い
る
。

　

同
社
の
強
み
は
、
数
百
種
類
に
も
お
よ
ぶ

超
精
密
切
削
加
工
部
品
を
社
内
で
一
貫
生
産

し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
月
産
一
千
万
本
以

上
と
い
う
生
産
体
制
の
中
で
は
、
品
質
管
理

を
い
か
に
行
う
か
が
課
題
と
な
る
が
、
全
工

程
を
管
理
す
る
こ
と
で
安
定
し
た
品
質
を
維

持
で
き
る
。
ま
た
、
製
品
の
精
度
を
ど
の
工

程
で
出
す
か
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
て
管
理
す
る

こ
と
が
で
き
る
た
め
、
価
格
競
争
力
で
も
優

位
に
立
ち
や
す
い
と
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

需
要
増
を
見
越
し
、
医
療
関

連
分
野
へ
進
出

　

二
○
○
七
年
頃
か
ら
、
将
来
の
需
要
増
を

見
越
し
、
内
視
鏡
用
部
品
な
ど
の
医
療
機
器

用
精
密
部
品
の
製
造
に
本
格
的
に
乗
り
出
し

た
。
進
出
の
足
が
か
り
と
な
っ
た
の
は
、
大

阪
商
工
会
議
所
が
主
催
し
て
い
る
「
次
世
代

医
療
シ
ス
テ
ム
産
業
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
二

○
一
○
年
か
ら
参
加
し
、
そ
の
中
で
出
会
っ

た
医
療
関
係
者
と
知
り
合
い
に
な
っ
た
こ
と

だ
。

　

二
○
一
二
年
に
は
、
患
者
の
身
体
へ
の
負

担
を
軽
減
す
る
手
術
器
具
「
低
浸
襲
外
科
手

術
用
ニ
ー
ド
ル
型
デ
バ
イ
ス
」
を
九
州
大
学

と
共
同
で
開
発
し
た
。
開
発
に
あ
た
っ
て
は
、

経
済
産
業
省
の
「
課
題
解
決
型
医
療
機
器
の

開
発
・
改
良
に
向
け
た
病
院
・
企
業
間
の
連

携
支
援
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
枠
組
み
を
利
用

し
た
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
医
療
現
場
か

ら
解
決
を
望
む
声
が
高
い
課
題
を
選
定
し
た

上
で
、
優
れ
た
も
の
づ
く
り
技
術
を
持
つ
中

小
企
業
と
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
持
つ
医
療
機

関
や
研
究
機
関
を
マ
ッ
チ
ン
グ
し
、
研
究
開

発
費
を
支
援
す
る
こ
と
で
、「
医
工
連
携
」
を

促
す
と
い
う
も
の
。

　

製
品
化
の
過
程
で
は
、
こ
れ
ま
で
経
験
が

な
か
っ
た
設
計
図
の
作
成
も
自
前
で
行
っ
た
。

新
規
に
３
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｄ
を
購
入
し
、
従
業
員
が

一
か
ら
勉
強
し
て
、
試
行
錯
誤
の
上
、
図
面

を
引
い
た
。
今
後
は
販
売
ル
ー
ト
を
確
保
し

た
上
で
、
自
社
ブ
ラ
ン
ド
で
の
販
売
を
予
定

し
て
い
る
。

　

現
在
、
医
療
関
連
分
野
の
売
り
上
げ
は
全

体
の
数
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
だ
が
、
す
で
に
医

事例３

チームで課題解決に取
り組むことで思考力を
養成

ハリキ精工

ハリキ精工　株式会社　概要

本部所在地：大阪市東成区

設立：１９５２年３月

代表取締役社長：榛木　竜

業種：金属製品製造業

従業員数：１１７人（役員・家族従業員を含む）

　　内訳：正社員７７人（うち技能者４７人）

　　　　：パート４０人（うち技能者３０人）

２０１３ 年 １１ 月 １ 日現在

製品の外観検査を行う技能者（同社提供）
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療
機
器
製
造
販
売
に
必
要
な
許
可
を
取
得
し

て
お
り
、
今
後
も
医
療
関
係
の
自
社
開
発
製

品
を
増
や
し
て
い
く
考
え
だ
。

自
立
的
な
人
材
の
不
足
が
課
題

　

同
社
の
コ
ア
ス
キ
ル
は
、
金
属
製
品
の
超

精
密
切
削
加
工
で
あ
る
。
技
能
者
の
育
成
は

Ｏ
Ｊ
Ｔ
を
中
心
に
行
う
。
新
規
採
用
者
に
対

し
て
は
、
最
初
は
上
長
や
先
輩
の
技
能
者
が

付
き
切
り
で
Ｃ
Ｎ
Ｃ
精
密
自
動
旋
盤
の
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
な
ど
の
作
業
手
順
を
教
え
、
慣

れ
て
き
た
ら
独
力
で
や
ら
せ
て
い
る
。
こ
の

方
法
に
よ
り
、
二
～
三
年
も
経
て
ば
大
半
の

技
能
者
は
一
通
り
の
作
業
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
た
め
、
作
業
を
教
え
る
と
い
う
点
で
は

と
く
に
大
き
な
課
題
を
感
じ
て
い
な
い
。

　

同
社
が
も
っ
と
も
課
題
と
捉
え
て
い
る
こ

と
は
、
自
立
的
に
考
え
、
行
動
で
き
る
人
材

が
少
な
い
こ
と
だ
。
自
分
が
担
当
す
る
作
業

は
そ
つ
な
く
こ
な
す
も
の
の
、
新
た
な
課
題

を
み
つ
け
、
改
善
に
つ
な
げ
る
力
に
つ
い
て

は
物
足
り
な
さ
を
感
じ
て
い
る
。

　

今
後
、
医
療
関
連
分
野
へ
の
進
出
な
ど
新

規
事
業
を
立
ち
上
げ
る
際
に
は
、
中
心
と

な
っ
て
社
内
を
ま
と
め
ら
れ
る
人
材
が
求
め

ら
れ
る
。
だ
が
、
現
状
で
は
そ
う
し
た
人
材

は
多
く
は
な
い
。

　
「
新
規
で
部
品
加
工
を
受
注
し
た
際
も
新

し
い
生
産
設
備
の
導
入
や
生
産
計
画
の
立
案

作
業
が
な
か
な
か
捗
ら
ず
苦
労
し
た
」（
小
池

徹
哉
・
業
務
部
総
務
課
課
長
代
理
）。

　

ま
た
、
同
社
で
は
、
作
業
の
標
準
化
に
向

け
、
加
工
技
術
に
関
す
る
知
見
を
整
理
し
た

い
と
考
え
て
い
る
が
、
企
画
書
や
レ
ポ
ー
ト

を
書
い
た
経
験
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、「
ま
ず

は
ノ
ウ
ハ
ウ
作
り
を
誰
が
や
る
か
」
と
い
う

段
階
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　

岡
山
工
場
で
は
、
地
元
の
高
校
を
卒
業
後

に
採
用
さ
れ
た
者
が
従
業
員
の
大
半
を
占
め

て
い
る
。
下
請
け
仕
事
が
多
く
、
こ
う
し
た

中
で
は
、「
自
ら
担
当
す
る
業
務
さ
え
こ
な
せ

ば
よ
い
」
と
い
う
考
え
に
な
り
が
ち
だ
。

　
「
従
業
員
に
対
し
て
は
、『
言
わ
れ
た
こ
と

だ
け
を
こ
な
す
だ
け
で
は
正
社
員
と
は
い
え

な
い
』
と
折
に
ふ
れ
て
説
い
て
い
る
が
、
精

神
論
だ
け
で
改
革
す
る
の
は
な
か
な
か
難
し

い
」（
小
池
氏
）。

課
題
解
決
チ
ー
ム
で
考
え
る

力
を
養
う

　

そ
こ
で
同
社
で
は
、
二
○
一
三
年
か
ら
生

産
効
率
の
改
善
や
新
製
品
の
試
作
と
い
っ
た

課
題
ご
と
に
複
数
の
チ
ー
ム
を
結
成
し
、
具

体
的
な
改
善
案
を
検
討
さ
せ
る
試
み
を
行
っ

て
い
る
。
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
で
自
ら
考

え
る
力
を
養
う
。
課
題
に
は
、
自
動
車
部
品

の
小
型
化
や
医
療
関
係
機
器
の
試
作
開
発
―

―
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
が
主
催
す
る
異
業
種
交
流
会

に
も
従
業
員
を
派
遣
し
て
い
る
。
こ
こ
で
得

ら
れ
た
情
報
は
、
製
造
現
場
に
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
さ
せ
て
い
る
。「
取
り
組
み
の
成
果

は
ま
だ
、
具
体
的
に
表
れ
て
い
な
い
が
、
二

～
三
年
継
続
し
た
上
で
、
改
善
に
つ
な
げ
た

い
と
考
え
て
い
る
」（
小
池
氏
）。

　

今
後
は
現
在
働
い
て
い
る
従
業
員
の
育
成

策
と
と
も
に
質
の
高
い
人
材
の
採
用
に
も
力

を
入
れ
る
方
針
。
同
社
で
は
、
毎
年
一
～
三

人
程
度
を
近
隣
の
高
校
か
ら
採
用
し
て
い
る

が
、
今
後
は
高
専
卒
者
や
大
卒
者
も
積
極
的

に
採
用
す
る
。
今
の
所
は
、
応
募
は
少
な
い

が
、
採
用
支
援
サ
イ
ト
へ
登
録
し
た
り
、
近

隣
の
大
学
を
訪
問
し
、
企
業
説
明
を
行
う
な

ど
し
て
採
用
に
つ
な
げ
た
い
考
え
だ
。

（
米
島
　
康
雄
）
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